
�
西
洋
に
お
け
る
宗
教
と
世
俗
の
変
容
─
世
俗
の
新
展
開
と
「
人
間
」
の
変
貌

伊
達
聖
伸
・
木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
・
小
川
公
代
・
土
屋
和
代

一
、「
ポ
ス
ト
世
俗
」
時
代
に
お
け
る
「
無
宗
教
」
関
連
概
念
の
分
節
化

宗
教
復
興
か
世
俗
化
の
加
速
か

─
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
い
う
世
俗
の
新
局
面

　

近
代
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
宗
教
は
衰
退
す
る
と
い
う
二
〇
世
紀
後
半
の
あ
る
時
期
ま
で
は
説
得
的
に
見
え
た
単
線
的
な
世
俗
化
論
が

立
ち
行
か
な
く
な
り
、
宗
教
復
興
や
宗
教
的
な
も
の
の
回
帰
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
。
一
九
七
九
年
の
イ
ラ

ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
、
冷
戦
後
の
旧
共
産
圏
に
お
け
る
宗
教
復
興
、
南
米
や
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
伸
長
、
世
界
的

な
ム
ス
リ
ム
人
口
の
増
大
な
ど
、
事
例
に
は
事
欠
か
な
い
。

　

研
究
で
も
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
起
こ
っ
た
。
世
俗
化
の
複
数
の
位
相
を
示
し
て
議
論
を
精
緻
化
し
た
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
は
、
公
共
宗

教
論
で
知
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
社
会
学
者
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ヴ
ュ
ー
＝
レ
ジ
ェ
は
、
世
俗
化
が
宗
教
的
な
も
の
の
再
構
成
を
促
す

面
に
注
目
し
て
「
宗
教
的
近
代
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
は
、
近
代
に
お
け
る
西
洋
の
覇
権
と
結
び
つ
い
た
世
俗
主
義
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
を
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
た
（Casanova 1994

＝［
一
九
九
七
］
二
〇
二

一;H
ervieu

─Léger 1999; A
sad 2003

＝
二
〇
〇
六
）。

　

し
か
し
、
世
俗
化
が
さ
ら
な
る
進
展
を
遂
げ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。
世
界
価
値
調
査
（
Ｗ
Ｖ
Ｓ
）
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や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
価
値
観
研
究
（
Ｅ
Ｖ
Ｓ
）
の
数
字
を
見
る
と
、
多
く
の
国
で
一
九
八
一
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
は
信
仰
心
の
高
ま
り
が

見
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
以
降
は
む
し
ろ
低
下
に
転
じ
て
い
る
（Inglehart 2021

＝
二
〇
二
一
）。
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
あ
る
研

究
書
に
よ
れ
ば
、「
神
を
信
じ
な
い
人
び
と
」（nonbelievers in God

）
の
数
は
世
界
で
お
よ
そ
五
億
～
七
億
五
〇
〇
〇
万
人
で
、
こ
れ

は
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ム
ス
リ
ム
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
次
い
で
、「
信
念
体
系
」（belief system

）
の
「
第
四
位
」
を
占
め
る
（Zucker-

m
an 2010: ix

）。
二
〇
一
〇
年
時
点
で
「
所
属
宗
教
な
し
」（none

）
の
人
口
は
世
界
で
一
一
億
人
（
一
六
・
三
％
）
と
の
推
計
も
あ
る

（Zuckerm
an, Galen, Pasquale 2016: 33

）。

　

特
に
注
意
を
引
く
の
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
向
で
あ
る
。
同
じ
西
洋
で
も
世
俗
化
が
早
く
か
ら
進
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
対
照
的
に

ア
メ
リ
カ
は
長
い
あ
い
だ
宗
教
的
な
社
会
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
（Berger, D

avie, Fokas 2008

）、
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
一
五
年
ほ
ど
で
「
ア
メ
リ
カ
社
会
の
世
俗
化
傾
向
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
の
数
字
を
見
る
と
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
成
人
の
約
三
割
が
「
無
宗
教
＝
宗
教
な
し
」（no religion

）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
無
神
論
者
、
不
可
知
論

者
、
そ
し
て
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尋
ね
ら
れ
て
「
特
に
な
し
」
と
回
答
し
た
人
た
ち
の
合
計
値
で
、
そ
の
数
字
は
五
年
前
か
ら

六
ポ
イ
ン
ト
、
一
〇
年
前
と
比
べ
る
と
一
〇
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
た
し
か
に
米
国
の
人
口
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
り
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
一
〇
年
前
の
七
五
％
か
ら
六
三
％
へ
と
一
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
（
図
表
０
─

１
）。
複
数
の
調

査
を
突
き
合
わ
せ
た
別
の
研
究
も
、「
所
属
宗
教
な
し
」（none
）
と
回
答
す
る
ア
メ
リ
カ
人
は
一
九
九
〇
年
に
は
八
％
だ
っ
た
が
現
在
で

は
二
三
～
三
〇
％
へ
と
急
増
中
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
約
五
六
〇
〇
万
人
に
相
当
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
六
年
の
時
点
ま
で

で
約
一
九
〇
〇
万
人
の
増
加
に
な
る
。
世
俗
的
な
度
合
い
は
若
い
世
代
に
お
い
て
高
く
、
三
〇
歳
以
下
の
ア
メ
リ
カ
人
の
三
三
％
が
「
宗

教
に
は
所
属
し
て
い
な
い
」（religiously unaffiliated

）
と
回
答
し
て
い
る
（Zuckerm

an, Galen, Pasquale 2016: 4

）。

　

宗
教
的
な
も
の
の
回
帰
と
世
俗
化
の
進
展
は
、
矛
盾
す
る
事
象
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
そ
う
見
え
る
の
は
、「
宗
教
」
と

「
世
俗
」
を
二
項
対
立
で
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
見
矛
盾
す
る
二
つ
の
事
象
を
説
明
す
る
た
め
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
求

3
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め
ら
れ
て
い
る
。「
ポ
ス
ト
世
俗
」
は
そ
の
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
と

し
て
有
効
な
可
能
性
の
あ
る
概
念
で
あ
る
。

　
「
有
効
な
可
能
性
の
あ
る
」
と
い
う
持
っ
て
回
っ
た
言
い
方
を
し

た
の
は
、「
ポ
ス
ト
世
俗
」
は
問
題
含
み
の
概
念
と
も
指
摘
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
社
会
学
者
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
ベ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
は
、
こ
の
概
念
の
使
用
に
消
極
的
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
い
う
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

合
い
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
が
互
い
に
矛
盾
す
る
こ
と
も

あ
っ
て
混
乱
し
て
い
る
。「
ポ
ス
ト
世
俗
」
は
字
義
通
り
に
は
「
世

俗
の
あ
と
」
だ
が
、「
世
俗
の
終
焉
」
の
意
味
で
も
「
世
俗
の
深
化
」

の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
、
同
じ
概
念
で
二
つ
の
相
反
す
る
意
味
を
カ

バ
ー
す
る
の
は
難
し
い
と
彼
は
言
う
。
ま
た
、「
ポ
ス
ト
世
俗
」
の

時
代
に
お
い
て
は
プ
レ
世
俗
の
宗
教
が
回
帰
す
る
と
い
う
主
張
が
な

さ
れ
る
一
方
で
、
教
条
主
義
的
で
は
な
い
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
新
し

い
宗
教
が
生
ま
れ
る
と
い
う
主
張
も
な
さ
れ
て
お
り
、
両
者
を
取
り

持
つ
の
は
難
し
い
と
も
言
う
。「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
い
う
言
葉
が
人

口
に
膾
炙
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
そ
れ
に
相
当
す
る
現
象
が
存
在

す
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
実
情
を
反
映
し
て
い

る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
こ
の
言
葉
の
用
法
を
い
く
つ
か
に
分
類
し
た

4

西洋における宗教と世俗の変容

2007

5 6％
他の宗教

09 11 13 15 17 19 21

16

78％

キリスト教

無宗教
29％

63％

図表 0─1　米国における宗教的所属の推移

出典：Smith （2021）.



う
え
で
ベ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
は
、
公
共
領
域
に
お
け
る
宗
教
の
可
視
性
の
高
ま
り
や
公
共
宗
教
の
出
現
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
指
摘
し
、
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
の
意
味
で
ポ
ス
ト
世
俗
を
語
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（Beck-

ford 2012
）。

　

た
し
か
に
ベ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
の
議
論
は
説
得
的
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
宗
教
と
世
俗
を
二
項
対
立
的
に
と
ら
え
つ
つ
語
っ
て
き

た
認
識
と
叙
述
の
地
平
を
脱
け
出
し
、
宗
教
的
な
も
の
の
存
在
感
の
増
大
と
世
俗
の
発
展
進
化
は
矛
盾
す
る
現
象
で
は
な
い
と
説
明
で
き

る
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
そ
の
よ
う
な
地
平
を
指
す
言
葉
や
概
念
は
必
要
で
あ
る
。
か
つ
て
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
と
い
う
概
念
が
「
近
代
の
終

焉
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
不
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
、「
第
二
の
近
代
」
や
「
後
期
近
代
」
や
「
超
近
代
」
な
ど
の
言
葉
が
代
わ
り
に

提
案
さ
れ
た
よ
う
に
、「
第
二
の
世
俗
」
や
「
後
期
世
俗
」
や
「
超
世
俗
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書

で
用
い
ら
れ
る
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
は
、
世
俗
の
終
焉
以
後
を
指
す
言
葉
で
は
な
く
、
世
俗
の
時
代
の
展
開
が
続
く
な
か
で
世
俗
が
新
し

い
局
面
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
と
ら
え
る
た
め
の
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
出
発
点
に
当
た
っ
て
は
仮
説
的
概
念
だ
が
、
そ
の
内
容

を
満
た
し
て
い
く
こ
と
が
本
書
の
課
題
と
も
な
る
。「
世
俗
」
と
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
の
あ
い
だ
に
仮
説
的
な
差
異
を
設
け
る
こ
と
で
、
世

俗
の
時
代
そ
の
も
の
を
総
体
的
に
把
握
す
る
視
座
に
立
つ
企
て
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
世
俗
の
時
代
の
た
だ
な
か
で
時
代
の
潮
流
に

抵
抗
し
距
離
を
設
け
よ
う
と
し
た
試
み
も
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
の
系
譜
と
し
て
評
価
し
視
野
に
収
め
る
こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
に
な
る
だ
ろ

う
（
（
（

。

　

言
い
添
え
て
お
く
な
ら
ば
、
ベ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
自
身
も
「
宗
教
」
や
「
世
俗
」
や
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
な
ど
の
言
説
が
ど
の
よ
う
に
用
い

ら
れ
て
い
る
か
の
分
析
は
重
要
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
批
判
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
関
係
に
つ
い
て
の
批
判
的

考
察
が
欠
け
た
ま
ま
に
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
い
う
言
葉
が
一
人
歩
き
し
が
ち
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
世
俗
と
無
宗
教
に
関
心
を
持

つ
者
は
ポ
ス
ト
世
俗
に
つ
い
て
の
議
論
に
あ
ま
り
注
意
を
向
け
ず
、
逆
に
ポ
ス
ト
世
俗
に
関
す
る
文
献
は
無
宗
教
に
つ
い
て
の
議
論
に
あ

ま
り
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（Beckford 2012: 13

）。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
現
代
が
「
ポ
ス
ト
世
俗
」
と
い
う
世

5
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俗
の
新
局
面
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
の
認
識
と
、
無
宗
教
や
世
俗
そ
の
も
の
の
検
討

の
必
要
性
が
、
相
関
関
係
に
あ
る
と
い
う
見
地
に
立
つ
。

宗
教
学
か
ら
世
俗
学
へ

　

ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
五
〇
年
ま
で

の
宗
教
人
口
動
態
予
測
に
よ
れ
ば
、「
宗
教
に
は
所
属
し
て
い
な
い
」（religiously 

unaffiliated

）
と
い
う
回
答
が
多
い
の
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

北
米
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
一
〇
年
時
点
で
人
口
の
二
一
・
二
％
、
一
八
・
八
％
、
一

七
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。「
宗
教
に
は
所
属
し
て
い
な
い
」
人
び
と
の
割
合
は
、

世
界
的
に
は
二
〇
一
〇
年
の
一
六
・
四
％
か
ら
二
〇
五
〇
年
の
一
三
・
二
％
へ
と
少

し
減
る
と
見
ら
れ
、
二
〇
五
〇
年
の
予
想
値
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
一
七
・
〇

％
と
減
少
し
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
米
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三
・
三
％
、
二
五
・

六
％
と
増
加
傾
向
が
続
き
、
と
り
わ
け
北
米
の
伸
び
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
上
に
大
き
い

こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
図
表
０
─

２
）。

　
「
宗
教
に
は
所
属
し
て
い
な
い
」
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
無
神
論
者
、
不
可
知
論

者
、
所
属
宗
教
な
し
と
回
答
し
た
者
た
ち
だ
が
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
が
み
な
信
仰
・

実
践
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
す
べ
て
の
面
に
わ
た
っ
て
非
宗
教
的
で
あ
る
と
は
か

ぎ
ら
な
い
。
宗
教
が
説
く
教
義
と
は
異
な
る
信
仰
を
持
つ
者
、
独
自
に
開
発
し
た
実

践
を
す
る
者
、
宗
教
団
体
へ
の
所
属
意
識
は
な
い
が
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

6

西洋における宗教と世俗の変容

2010 年 2050 年

アジア太平洋 75.9％ 68.1％

ヨーロッパ 12.4　 13.2　

北アメリカ 5.2　 9.0　

ラテンアメリカ─カリブ 4.0　 5.3　

サブサハラアフリカ 2.3　 4.1　

中東─北アフリカ 0.2　 0.3　

世界合計 100.0　 100.0　

図表 0─2　�「宗教には所属していない」（religiously unaffiliated）者の地域ごとの分布
を割り出して 2010 年と 2050 年を対比したもの

出典：Pew Research Center （2015）.



は
持
つ
者
な
ど
を
想
定
す
る
と
、
完
全
に
非
宗
教
的
な
者
の
数
は
実
際
に
は
か
な
り
少
な
い
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

中
村
圭
志
は
「
無
宗
教
的
な
日
本
と
無
神
論
的
な
欧
米
と
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
違
い
」
と
し
て
、
欧
米
の
無
神
論
の
前
提
に
は
一
神
教
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
（
中
村 

二
〇
一
九
）。
こ
れ
は
基
本
的
か
つ
本
質
を
突
く
指
摘
で
、
実
際
に
現
在
の
欧
米
で
も
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド

ー
キ
ン
ス
（
二
〇
〇
七
）、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
ネ
ッ
ト
、
サ
ム
・
ハ
リ
ス
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
チ
ン
ズ
な
ど
の
「
新
無
神
論
者
」
が
登

場
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
神
を
積
極
的
に
否
定
す
る
「
無
神
論
」
と
は
異
な
る
「
無
宗
教
」
や
「
所
属
宗
教
な
し
」
に
む
し
ろ
該

当
す
る
者
た
ち
も
欧
米
で
増
加
中
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
欧
米
で
も
、
旧
大
陸
と
新
大
陸
で
違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
途
検
討
す

る
に
値
す
る
。
西
欧
と
北
欧
に
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。「
西
洋
」
の
範
囲
を
さ
ら
に
広
く

取
っ
て
、
中
東
欧
ロ
シ
ア
な
ど
も
含
め
る
な
ら
ば
、
西
洋
内
部
で
の
地
域
ご
と
の
特
徴
を
取
り
出
し
て
比
較
し
、
相
互
に
相
対
化
す
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

西
洋
と
り
わ
け
西
欧
に
お
け
る
「
無
神
論
」
の
歴
史
は
長
く
、
哲
学
史
的
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、

ス
ピ
ノ
ザ
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、
ニ
ー
チ
ェ
、
フ
ロ
イ
ト
、
サ
ル
ト
ル
、
ラ
ッ
セ
ル
な
ど
、
無

神
論
の
哲
学
の
系
譜
は
連
綿
と
続
い
て
き
た
と
言
え
る
（M

inois 1998

＝
二
〇
一
四
）。
だ
が
、「
無
宗
教
」（non-religion/sans religion

）

そ
の
も
の
が
研
究
対
象
に
据
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
く
つ
か
の
先
駆
的
な
研
究
（Cam

pbell 1971; D
enèfle 1997

な
ど
）
を

除
け
ば
、
こ
こ
一
五
年
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
る
（
図
表
０
─

３（
（
（

）。
宗
教
社
会
学
は
世
俗
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
長
い
あ
い
だ
関
心
を
抱
い
て

き
た
が
、「
世
俗
性
」（secularity

）
そ
の
も
の
を
論
じ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
の
頃
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

　

二
〇
〇
七
年
に
原
書
が
刊
行
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
『
世
俗
の
時
代
』
は
、「
世
俗
性
」
を
「
公
共
空
間
の
世
俗
化
」、

「
宗
教
的
実
践
の
衰
退
」、「
信
仰
の
条
件
の
変
容
」
の
三
つ
の
位
相
に
区
別
し
て
い
る
が
、
最
後
の
「
信
仰
の
条
件
の
変
容
」
は
「
世
俗
」

そ
の
も
の
を
対
象
に
据
え
て
宗
教
的
な
も
の
と
の
関
係
を
論
じ
る
も
の
と
言
え
る
（T

aylor 2007

＝
二
〇
二
〇
）。

　
「
社
会
・
文
化
に
お
け
る
世
俗
主
義
研
究
所
」（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
が
米
国
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
設
立
さ
れ
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た
の
が
二
〇
〇
五
年
、「
無
宗
教
／
世
俗
性
研
究
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
Ｎ
Ｓ
Ｒ
Ｎ
）
が
ル
イ
・
リ
ー
や
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ブ
リ
ヴ
ァ
ン
ト
ら
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
の
が
二
〇
〇
八
年
で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｒ
Ｎ
と
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

は
二
〇
一
二
年
か
ら
『
世
俗
主
義
と
無
宗
教
』（Secularism

 and N
onre-

ligion

）
と
い
う
学
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
出
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
か
ら

は
学
術
出
版
社
ブ
リ
ル
よ
り
『
世
俗
学
』（Secular Studies

）
が
年
二
回

刊
行
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
大
学
で
は
、
二
〇
一
五
年
に
無
神

論
に
つ
い
て
の
共
編
著
を
出
し
た
ロ
リ
ー
・
ビ
ー
マ
ン
を
中
心
に
、「
複

雑
な
将
来
に
お
け
る
無
宗
教
」（
Ｎ
Ｃ
Ｆ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
〇
一
九

年
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
（Beam

an and T
om

lins eds. 2015; M
unro 

and W
ilkins

─Laflam
m

e 2021

（
（
（

）。
新
し
い
研
究
領
域
と
し
て
の
世
俗
性

や
世
俗
主
義
、
無
宗
教
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
無
神
論
と
の
関
係
も

改
め
て
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
伝
統
あ
る
宗
教
学
の
雑
誌
も
、
無
宗
教

や
世
俗
や
無
神
論
を
テ
ー
マ
に
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
出
版
局
か
ら
出
て
い
る
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
・
シ
リ
ー
ズ
」
に
無
神
論
と
世
俗
主
義
が
加
わ
っ
た
の
が
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
一
三
年
と
二
〇
一
七
年
で
、
い
ず
れ
も
広
範
な
ト
ピ
ッ
ク
を
カ
バ
ー
し

つ
つ
、
地
域
ご
と
の
差
異
を
意
識
し
た
パ
ー
ト
も
設
け
て
い
る
（Bulli-

vant and Ruse eds. 2013; Zuckerm
an and Shook eds. 2017

）。
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図表 0─3　発表された全学術論文に対する「無宗教」をテーマとする論文の割合の推移

出典：Balazka （2020）.
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広
い
意
味
で
の
「
無
宗
教
」（non-religion

）
の
範
疇
に
入
る
言
葉
や
関
連
概
念
は
多
様
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
「
所
属
宗
教
な
し
」

（none
）、「
無
神
論
」（atheism

）、「
世
俗
性
」（secularity

）、「
世
俗
主
義
」（secularism

）
な
ど
の
語
を
挙
げ
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
い（

（
（

。
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
あ
る
程
度
は
明
確
に
区
別
で
き
る
こ
と
も
あ
る
が
、
互
い
に
重
な
り
あ
っ
て
い
た
り
、
研
究
者
に
よ
っ

て
特
権
的
に
用
い
ら
れ
る
語
や
用
法
が
違
っ
た
り
、
翻
訳
の
問
題
と
も
絡
む
が
、
同
じ
は
ず
の
言
葉
で
も
地
域
に
よ
っ
て
意
味
す
る
も
の

が
異
な
っ
た
り
と
、
複
雑
で
あ
る
。

　
「
世
俗
」
や
「
無
宗
教
」
に
関
連
す
る
概
念
を
網
羅
し
、
一
つ
ひ
と
つ
意
味
を
確
定
し
て
い
く
の
は
至
難
の
業
で
、
実
質
的
に
不
可
能

だ
が
、
大
ま
か
な
分
節
化
の
試
み
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
シ
テ
研
究
者
お
よ
び
宗
教
社
会
学
者
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ポ
ル
テ
ィ
エ
と
ジ

ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
レ
ム
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
人
の
五
八
％
を
占
め
る
「
所
属
宗
教
な
し
」
に
該
当
す
る
者
を
、「
確
信
的
な
世
俗
主

義
者
」（sécularistes d’affirm

ation
）
と
「
無
関
心
の
世
俗
主
義
者
」（sécularistes d’indifférence

）
と
に
大
別
す
る
。「
無
神
論
者
」

（athées

）
は
前
者
に
属
し
五
八
％
の
内
訳
二
一
％
に
相
当
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
さ
ら
に
理
性
と
信
仰
の
両
立
不
可
能
性
を
説
く

「
無
神
論
戦
闘
主
義
者
」（m

ilitants de l’athéism
e

）
が
い
る
と
し
、
先
述
の
ド
ー
キ
ン
ス
や
ヒ
チ
ン
ズ
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者

ミ
シ
ェ
ル
・
オ
ン
フ
レ
に
言
及
し
て
い
る
。「
無
宗
教
者
」（non-religieux

）
は
後
者
に
属
し
五
八
％
の
内
訳
三
七
％
に
相
当
す
る
が
、

そ
の
な
か
で
も
内
在
的
経
験
に
留
ま
り
外
部
に
生
や
世
界
の
意
味
を
求
め
な
い
「
不
可
知
論
」（agnosticism

e

）
の
立
場
と
、「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
無
関
心
」（indifférents spiritualistes

）

─
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
だ
が
宗
教
に
は
無
関
心
で
あ
る
こ
と
を
指
す

─
の
立
場

が
あ
る
と
し
、
無
宗
教
だ
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
心
を
示
す
哲
学
者
と
し
て
ア
ン
ド
レ
・
コ
ン
ト
＝
ス
ポ
ン
ヴ
ィ
ル
の
名
前
を
挙

げ
て
い
る
（Portier et W

illaim
e 2021: 66

─69

）。

　
「
世
俗
」
や
「
無
宗
教
」
は
、「
宗
教
」
の
対
概
念
や
反
対
の
意
味
と
考
え
る
と
、「
宗
教
」
概
念
に
拘
束
さ
れ
た
残
余
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

な
り
か
ね
な
い
。
実
際
、
宗
教
人
口
統
計
調
査
で
は
「
無
宗
教
」
や
「
所
属
宗
教
な
し
」
な
ど
は
、
し
ば
し
ば
「
そ
の
他
」
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
類
さ
れ
て
き
た
。「
宗
教
」
の
定
義
自
体
に
問
題
が
あ
る
の
だ
か
ら
「
無
宗
教
」
を
定
義
し
よ
う
と
し
て
も
埒
が
明
か
ず
、
こ
れ
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ら
の
概
念
は
学
術
的
議
論
の
使
用
に
耐
え
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
（Jong 2015

）。
だ
が
、『
無
宗
教
を
認
識
す
る

─
世
俗
を
再
想
像

す
る
』
の
著
者
ロ
イ
ス
・
リ
ー
は
、
世
俗
や
無
宗
教
の
多
様
性
に
鑑
み
、
そ
れ
ら
を
宗
教
の
残
余
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
世
俗
や
無
宗

教
か
ら
出
発
し
て
論
じ
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
（Lee 2015

）。
宗
教
人
口
統
計
調
査
で
は
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
て
き
た
人
び
と

の
有
意
な
増
大
に
よ
っ
て
、
新
し
い
研
究
対
象
と
新
た
な
分
節
化
の
必
要
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

リ
ー
は
、「
世
俗
性
」（secularity

）
を
、
宗
教
が
欠
如
し
て
い
る
状
態
と
し
て
の
「
非
実
体
的
な
世
俗
性
」（insubstantial seculari-

ty

）
と
、
一
つ
の
宗
教
に
比
肩
す
る
こ
と
の
で
き
る
信
念
と
儀
礼
の
実
践
お
よ
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
備
え
た
「
実
体
的
な
世
俗
性
」

（substantial secularity
）
と
に
区
別
す
る
。
彼
は
ま
た
、「
世
俗
性
」
と
「
無
宗
教
」（non-religion

）
も
区
別
す
る
。
リ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
実
体
的
な
世
俗
性
」
も
「
無
宗
教
」
も
代
替
宗
教
と
し
て
の
形
式
と
経
験
の
内
実
を
備
え
て
い
る
が
、「
世
俗
性
」
は
宗
教
か
ら
の
自
由
、

政
治
的
な
反
宗
教
性
、
知
的
な
非
宗
教
性
な
ど
の
特
徴
を
備
え
、
理
性
に
よ
っ
て
宗
教
を
個
人
主
義
的
な
観
点
か
ら
操
作
的
に
否
定
す
る

「
非
宗
教
的
」（irreligious

）
な
傾
向
を
持
つ
。
こ
れ
に
対
し
、「
無
宗
教
」
は
必
ず
し
も
個
人
主
義
的
な
知
的
操
作
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
感
情
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
側
面
を
備
え
、
さ
ら
に
は
政
治
的
側
面
に
ま
で
及
ぶ
。
リ
ー
は
こ
の
よ
う
に
「
無
宗
教
」
と
「
世
俗

性
」
を
分
節
化
す
る
こ
と
で
、
両
者
に
つ
い
て
よ
り
精
緻
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
世
俗
の
輪
郭
を
再
び
描
き
直
す
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
論
じ
て
い
る
（ibid.

）。
リ
ー
の
研
究
は
、
無
宗
教
か
ら
構
想
す
る
世
俗
学
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
世
俗
」
や
「
無
宗
教
」
は
、「
宗
教
」
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
均
一
的
な
残
余
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
に
お

い
て
多
様
性
を
備
え
た
研
究
対
象
で
あ
る
（Zw

illing and Å
rsheim

 2022

）。
宗
教
学
（religious studies

）
が
宗
教
の
時
代
か
ら
世
俗

の
時
代
へ
の
移
行
が
意
識
さ
れ
進
行
し
て
い
た
時
代
に
誕
生
し
た
よ
う
に
、
世
俗
が
変
質
し
つ
つ
あ
る
現
代
に
あ
っ
て
は
、
世
俗
と
無
宗

教
を
対
象
と
す
る
世
俗
学
（secular studies

）
が
求
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
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世
俗
的
価
値
観
の
持
ち
主
の
全
般
的
傾
向
と
地
域
間
比
較
と
い
う
課
題

　
「
世
俗
」
や
「
無
宗
教
」
や
「
無
神
論
」
に
つ
い
て
、
巨
視
的
な
観
点
か
ら
世
界
的
に
言
え
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
二
〇
一
四
年

の
世
界
価
値
調
査
（
Ｗ
Ｖ
Ｓ
）
第
六
ウ
ェ
ー
ブ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
女
性
が
男
性
よ
り
も
宗
教
的
で
、
無

神
論
者
は
男
性
に
多
い
と
い
う
男
女
差
が
有
意
に
出
て
い
る
（
宗
教
的
と
答
え
る
男
性
は
四
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
女
性
は
五
三
％
、
無
宗

教
と
答
え
る
男
性
は
五
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
女
性
は
四
七
％
、
無
神
論
者
と
答
え
る
男
性
は
五
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
女
性
は
四
四
％
）

（
図
表
０
─

４
）。
第
二
に
、
年
齢
に
関
し
て
言
う
と
、
自
分
は
宗
教
的
で
あ
る
と
回
答
す
る
若
者
は
意
外
に
多
く
、
自
分
は
宗
教
的
で
は

な
い
、
あ
る
い
は
無
神
論
者
と
回
答
す
る
割
合
は
中
年
世
代
で
高
い
（
図
表
０
─

５
）。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
社
会
に
よ
っ
て
異
な
り
、
米
国

で
は
無
神
論
者
と
答
え
る
者
は
若
い
世
代
に
多
い
。
第
三
に
、
学
歴
と
宗
教
性
は
必
ず
し
も
有
意
な
相
関
関
係
に
は
な
い
。
つ
ま
り
、
学

歴
が
高
け
れ
ば
宗
教
か
ら
離
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正
規
の
教
育
を
受
け
て
い
な
い
低
教
育
階
層
で
は
七
七
％
が
自
分
は
宗

教
的
と
答
え
る
の
に
対
し
、
無
神
論
者
で
あ
る
と
い
う
回
答
は
五
％
と
非
常
に
少
な
い
。
無
神
論
者
の
割
合
は
高
学
歴
に
な
る
ほ
ど
高
く

は
な
る
が
、
自
分
は
宗
教
的
と
答
え
る
人
や
無
宗
教
と
答
え
る
人
の
数
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
は
な
い
。
第
四
に
、
科
学
と
宗
教
の
関
係
で
あ
る
。

「
科
学
と
宗
教
が
対
立
す
る
と
き
は
宗
教
の
ほ
う
が
い
つ
も
正
し
い
」
と
い
う
問
い
へ
の
「
は
い
」
と
「
い
い
え
」
を
比
較
す
る
と
、
宗

教
的
な
人
の
場
合
は
六
二
対
三
八
、
無
宗
教
の
人
の
場
合
は
二
二
対
七
八
、
無
神
論
者
の
場
合
は
九
対
九
一
で
あ
る
。「
世
界
は
科
学
技

術
に
よ
っ
て
よ
く
な
っ
た
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
「
と
て
も
よ
く
な
っ
た
」
と
「
と
て
も
悪
く
な
っ
た
」
を
取
り
出
す
と
、
宗
教
的
な
人

の
場
合
は
一
八
％
対
五
％
、
無
宗
教
の
人
の
場
合
は
一
九
％
対
三
％
、
無
神
論
者
の
場
合
は
二
三
％
対
一
％
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て
は
予

想
通
り
だ
が
、
科
学
技
術
に
対
す
る
肯
定
感
と
否
定
感
は
宗
教
の
有
無
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
も
言
え
る
（K

eys-

ar 2017

）。

　

同
じ
調
査
の
全
体
で
、
自
分
を
宗
教
的
と
み
な
す
人
、
無
宗
教
と
み
な
す
人
、
無
神
論
者
と
み
な
す
人
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
三
％
、

三
三
％
、
一
一
％
だ
が（

（
（

、
自
分
は
無
宗
教
と
い
う
人
は
、
既
存
の
宗
教
的
権
威
を
拒
絶
す
る
一
方
で
、
代
わ
り
に
何
か
を
信
じ
て
い
る
こ
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と
も
あ
る
。
ま
た
、
無
神
論
は
極
端
な
考
え
の
持

ち
主
に
見
え
る
の
で
避
け
た
い
考
え
も
あ
る
よ
う

だ
（ibid.

）。
こ
の
よ
う
に
、
無
宗
教
で
あ
る
と

い
う
回
答
に
は
、
純
粋
に
当
人
の
主
観
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
な
視
線
を
意
識
し
た
戦
略
の
要
素

も
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

無
宗
教
の
人
や
世
俗
的
な
人
間
は
、
宗
教
を
前

提
と
し
て
生
き
て
い
る
人
び
と
か
ら
、
非
道
徳
的

で
倫
理
に
欠
け
る
人
間
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
宗
教
的
保
守
派
は
、
宗
教
的
信
仰
な
き
社
会

は
意
味
や
価
値
に
欠
け
る
と
し
ば
し
ば
主
張
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
ル
・
ザ
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
世

界
で
最
も
非
宗
教
的
と
言
わ
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
五
〇
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
行
な
い
、
高
度
に
世
俗
的
な
社
会
は
宗
教
的

な
社
会
よ
り
も
健
康
で
、
安
全
で
、
環
境
に
優
し

く
、
暴
力
が
少
な
く
、
民
主
的
で
平
等
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
（Zuckerm

an 2020

）。
宗
教

的
な
人
間
や
社
会
に
お
い
て
は
宗
教
と
結
び
つ
い

12
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図表 0─4　�自分のことを「宗教的人間」、「宗教的人間ではない」、「無神論者」の�
いずれとみなすかについての男女差

出典：Keysar （2017 : 44）.
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て
い
る
意
味
や
価
値
が
、
世
俗
的
な
人
間
や
社
会
に
お
い
て
必
ず
し
も
不
在
で
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
高
度
に
実
現
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
た

世
俗
的
な
人
間
と
宗
教
的
な
人
間
が
相
互
理
解
を
は
か
る
こ
と
が
十
分
に
で
き
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
宗
教
を
持
つ
者
と
比
較

し
て
、
宗
教
的
所
属
「
な
し
」
と
答
え
る
者
は
、
政
治
的
に
は
左
で
同
性
愛
を
受

け
入
れ
る
傾
向
が
強
い
と
の
結
果
が
出
て
い
る
（Connaughton 2020

）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
世
俗
」
や
「
無
宗
教
」
や
「
無
神
論
」
の
意
味
合
い
は
社

会
や
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
。
た
と
え
ば
、「
世
俗
主
義
」（secularism

）
と
言

え
ば
、
イ
ン
ド
で
は
特
に
「
寛
容
」
を
意
味
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
ラ
イ
シ
テ
」

の
こ
と
と
観
念
さ
れ
て
公
的
な
も
の
か
ら
宗
教
的
な
も
の
を
取
り
除
く
含
意
が
あ

り
、
米
国
で
は
国
家
と
教
会
の
分
離
を
指
す
。「
世
俗
」
や
「
世
俗
主
義
」
に
つ

い
て
の
世
界
的
な
共
通
了
解
が
な
い
た
め
、
世
界
規
模
で
の
世
俗
的
人
口
の
規
模

を
正
確
に
測
定
す
る
方
法
は
存
在
し
な
い
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
無
神
論
者
を
自

称
し
つ
つ
神
を
信
じ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
こ
の
感
覚
は
多
く
の
西
洋
人
に
は

理
解
し
に
く
い
。

　

こ
の
た
め
、
世
界
規
模
で
の
調
査
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
地

域
間
比
較
は
容
易
で
は
な
い
。
ザ
ッ
カ
ー
マ
ン
ら
は
そ
の
理
由
を
四
つ
挙
げ
て
い

る
。
第
一
に
、
宗
教
を
尋
ね
る
調
査
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
無
宗
教
に
分
類
さ

れ
る
人
び
と
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
し
ば
し
ば
不
適
切
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
地
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域
に
よ
っ
て
は
無
神
論
者
や
宗
教
を
持
た
な
い
人
間
に
対
す
る
政
治
的
・
社
会
的
偏
見
が
あ
る
た
め
、
調
査
の
数
字
に
現
わ
れ
な
か
っ
た

り
、
正
直
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
い
て
模
範
的
と
さ
れ
る
規
範
が
存
在
す
る
た
め
、

回
答
も
そ
の
バ
イ
ア
ス
に
誘
導
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
。
第
四
に
、「
無
神
論
」
や
「
無
宗
教
」
や
「
世
俗
主
義
」、
ま
た
「
神
」
や

「
超
自
然
」
な
ど
の
言
葉
や
概
念
が
、
文
化
に
よ
っ
て
同
じ
意
味
や
関
連
性
や
重
要
性
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
表
面
的
に
比
較
し

て
も
実
質
的
な
比
較
に
は
な
ら
な
い
こ
と
（Zuckerm

an, Galen, Pasquale 2016: 32

）。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
実
に
よ
く
的
を
射
た
も
の
で

あ
る
。

　

ザ
ッ
カ
ー
マ
ン
ら
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
区
別
し
た
九
つ
の
文
明

─
西
洋
文
明
、
正
教
文
明
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

文
明
、
ア
フ
リ
カ
文
明
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
明
、
中
国
文
明
、
仏
教
文
明
、
日
本
文
明

─
に
ユ
ダ
ヤ
文
明
を
付
け
加

え
、
世
界
を
一
〇
の
文
明
圏
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
明
の
世
俗
性
を
概
観
し
て
い
る
（ibid.: 34

─51

）。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の

衝
突
」
論
は
、
各
文
明
の
性
格
や
価
値
観
を
本
質
主
義
的
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
衝
突
史
観
の
た
め
に
問
題
が
あ
る
も
の
だ

が
、
各
文
明
の
文
脈
の
違
い
を
意
識
す
る
こ
と
自
体
は
、
地
域
間
比
較
の
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
ザ
ッ
カ
ー
マ
ン
ら
の

区
別
も
参
考
に
し
つ
つ
、
広
い
意
味
で
の
「
西
洋
」
に
お
け
る
地
域
的
文
脈
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
世
俗
」
や
「
無
宗
教
」
や
「
無
神
論
」

の
含
意
を
吟
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
世
俗
」
や
「
無
宗
教
」
や
「
無
神
論
」
の
意
味
合
い
に
注
目
し
な
が
ら
、
地
域
ご
と
の
特
性
を

探
り
当
て
て
い
く
。

二
、
多
様
な
「
西
洋
」
諸
地
域
に
お
け
る
「
世
俗
」
の
諸
相

　
「
宗
教
」
と
「
世
俗
」
を
二
項
対
立
的
な
緊
張
関
係
に
置
く
の
は
、
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
文
明
を
長
い
あ
い
だ
規
定
し
て
き
た
区
分
の
典

型
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
西
洋
と
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
旧
大
陸
」
を
歴
史
的
な
出
発
点
と
し
て
、
北
米
、
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